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第
四
三
一
回 

青
葉
会 

 

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
（
木
）（
於
：
赤
坂
飯
店 

竹
橋
店
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

土
谷
堂
哉 

西
澤
國
護
（
新
人
） 

長
谷
見
び
ん 

山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

柿
﨑
忠
彦 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

豊
田
ゆ
た
か 

 
中
川
雅
夫 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

福
島
正
明 

山
本
三
恵 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 
 
 
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
闘
は
泥
沼
化 

春
泥
や
停
戦
の
足
は
か
ど
ら
ず 

 
 
  

そ
ら
お 

（
紀
・
忠
・
千
・
敏
・
ゆ
・
國
・
隆
・
け
・
三
） 

◎
春
鴨
へ
餌
を
投
げ
ゐ
る
車
椅
子 

 
 
 
  

堂
哉 

（
紀
・
孤
・
そ
・
ゆ
・
雅
・
昇
・
け
・
三
・
盛
） 

 

八
点 

 

◎
戦
な
き
世
を
語
り
つ
つ
雛
納
め 

 
 
 

と
み
子 

（
孤
・
五
・
〇
千
・
敏
・
啓
・
び
・
規
・
盛
） 

惜
し
み
な
く
銘
酒
を
墓
に
彼
岸
か
な 

 
 

堂
哉 

（
紀
・
忠
・
〇
國
・
び
・
允
・
け
・
天
・
盛
） 

 
 
 
 

◎
辛
夷
の
芽
子
供
は
い
つ
か
は
家
を
出
る 

 

正
明 
（
忠
・
孤
・
健
・
孝
・
龍
・
隆
・
〇
亜
・
三
） 

 

七
点 

 
 

残
る
鴨
静
か
に
己
が
身
を
流
す 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟  
（
紀
・
そ
・
五
・
健
・
〇
堂
・
允
・
昇
） 

 

六
点 

 
 

若
桜
成
年
皇
女
の
頼
も
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
忠
・
〇
と
・
ゆ
・
國
・
隆
） 

今
年
ま
た
客
な
き
炬
燵
塞
ぎ
け
り 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
健
・
雅
・
び
・
啓
・
規
・
三
） 

啓
蟄
や
結
構
危
険
な
好
奇
心 

 
 
 
 
 
 
 

  

正
明 

  

（
紀
・
〇
忠
・
五
・
び
・
隆
・
〇
龍
） 

 
 五

点 
 
 

火
の
舌
を
伸
ば
し
て
巻
い
て
野
焼
き
か
な 

 
   

孤
舟 
 

（
健
・
恵
・
堂
・
允
・
昇
） 

海
鳴
り
や
棚
田
を
上
る
つ
く
し
ん
ぼ 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
そ
・
敏
・
啓
・
け
） 

◎
園
児
ら
の
天
使
の
笑
顔
土
筆
摘
む 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
孤
・
た
・
孝
・
ゆ
） 

  

無
人
駅
あ
く
び
大
き
く
山
笑
ふ 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
そ
・
紀
・
敏
・
堂
・
規
） 

 

四
点 

 
 

春
の
温
泉
（
ゆ
）
や
東
海
林
太
郎
を
口
遊
む 

 

紀
久
男 

 

（
恵
・
龍
・
允
・
盛
） 

筋
ト
レ
を
始
め
て
早
足
春
の
風 
 
 
 
 
 
 

 

忠
彦 

  

（
そ
・
紀
・
隆
・
亜 

こ
れ
ま
で
に
幾
つ
の
別
れ
春
の
虹 

 
 
 
 

 

と
み
子 

  

（
紀
・
〇
孝
・
恵
・
啓
） 

◎
花
咲
く
も
訪
な
い
来
る
は
小
鳥
の
み 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
孤
・
龍
・
雅
） 

妻
の
庭
馬
酔
木
と
小
鳥
友
と
な
り 

 
 
 
 
 

雅
夫 

  

（
紀
・
た
・
龍
・
國
） 

 
 
 
 
 

猫
の
ゐ
る
木
瓜
の
花
垣
接
骨
院 

 
 
 
 
 
 

 

び
ん      

（
紀
・
昇
・
亜
・
天
） 

あ
ま
ご
食
ふ
箸
の
先
か
ら
春
の
立
つ           

啓
子   

（
紀
・
と
・
允
・
〇
三
） 

桜
餅
老
舗
菓
子
屋
に
の
ぼ
り
立
つ 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
堂
・
隆
・
び
） 

        
 
 
 

三
点 

 
      

我
家
の
前
の
木
蓮
が
一
斉
に
開
花
、
地
味
な
花
だ
が
春
の
楽
し
み 

木
蓮
の
花
列
を
な
す
通
学
路 

 
 
 
 
 
 

 

そ
ら
お 

 

（
紀
・
た
・
雅
） 

◎
春
め
く
や
琴
平
歌
舞
伎
の
古
き
小
屋 

 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
孤
・
た
・
恵
） 
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「
盛
綱
陣
屋
」 

梅
匂
ふ
芸
の
深
み
や
菊
之
助 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

  

（
健
・
敏
・
天
） 

孫
コ
ロ
ナ
遂
に
我
が
家
に
春
嵐 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

   

（
紀
・
た
・
敏
） 

蜃
気
楼
天
空
の
城
現
れ
て
消
ゆ 

 
 
 
 
   

孤
舟  

 

（
紀
・
五
・
千
） 

さ
へ
づ
り
の
輪
唱
と
な
る
禁
漁
区 

 
 
 
 
 
 

仝  
 

（
五
・
昇
・
規
） 

雀
隠
し
ま
だ
手
付
か
ず
の
未
来
あ
り 

 
 
     

仝 
  

（
紀
・
と
・
啓
） 

不
屈
な
る
コ
サ
ッ
ク
の
裔
春
嵐 

 
 
 
 
  

五
郎
太  

 

（
紀
・
ゆ
・
天
） 

◎
み
ち
の
く
の
仕
込
み
を
終
え
て
杜
氏
帰
る 

た
だ
し
げ 

  

（
紀
・
孤
・
國
） 

漁
に
出
る
船
一
艘
に
冴
返
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

（
紀
・
千
・
恵 

止
め
ら
れ
ぬ
狂
人
ひ
と
り
春
の
泥 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
と
・
龍
） 

独
活
の
香
や
お
江
戸
育
ち
の
地
下
育
ち 

 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
と
・
〇
盛
） 

朝
摘
み
の
蕗
の
芽
届
き
灘
二
合 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
千
・
敏
・
ゆ
） 

 
 
 
 
 

今
も
な
ほ
愛
車
を
し
の
び
春
惜
し
む 

 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
そ
・
亜
） 

花
開
き
身
の
丈
越
え
た
ミ
モ
ザ
か
な 

 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
・
千
・
亜 

誰
何
さ
れ
ず
国
境
越
え
て
雁
帰
る 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
〇
健
・
盛
） 

傘
か
し
げ
幼
見
上
ぐ
る
花
の
雨 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
敏
・
孝
・
堂
） 

 
 
 
 
 

籠
り
居
の
赤
き
椿
の
散
る
夕
べ 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
た
・
雅
） 

 
          

◎
雲
雀
鳴
く
幸
せ
な
日
を
思
ひ
け
り 

 
 
 
  

け
い
子 

  

（
紀
・
孤
・
規
） 

肩
上
げ
を
十
三
詣
で
見
納
め
ぬ 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
（
紀
・
啓
・
天
） 

花
便
り
人
出
も
嬉
し
上
野
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
五
・
規
） 

◎
い
つ
し
か
に
昭
和
は
遠
く
目
刺
焼
く 

 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
孤
・
び
） 

 

二
点 

 
 

無
事
と
聞
き
ほ
っ
と
朝
餉
を
春
の
地
震 

 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
け
） 

華
や
げ
る
初
日
の
幕
間
桃
の
花 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
〇
紀
・
允
） 

浦
の
つ
く
駅
名
探
す
春
霞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
亜
） 

朱
剥
が
し
修
二
会
の
僧
の
根
来
盆 

 
 
 
 
 
 

仝 
  

（
紀
・
啓
） 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
美
し
春
寒
し 

 
 
 
 
 

   

恵
洲 

    

（
〇
昇
・
け
） 

鶯
や
籠
り
居
な
れ
ど
日
々
新
た 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
雅
） 

雪
融
け
の
山
に
向
い
て
初
ゴ
ル
フ 

 
 
 

     

國
護 

 

（
紀
・
た
） 

バ
ギ
ー
よ
り
こ
ぼ
る
る
園
児
花
の
中 
 
 
 
  

び
ん 

 

（
紀
・
堂
） 

陽
を
受
け
て
命
の
さ
か
り
花
芽
伸
ぶ 

 
 

    

啓
子 

 

（
紀
・
孝
） 

年
一
度
五
人
囃
子
の
並
べ
方   

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
〇
恵
・
と
） 

春
情
や
も
一
つ
の
意
味
忘
れ
か
け 

 
 
 
 
   

仝 
 

（
紀
・
三
） 

◎
わ
ら
び
餅
き
な
粉
の
海
で
お
ぼ
れ
そ
う 

 
  

け
い
子 

 

（
紀
・
孤
） 

春
の
朝
新
聞
受
け
で
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン 

 
 
   

天
牛 

 

（
紀
・
忠
） 

 

一
点 

 
 

ほ
ろ
苦
き
菜
の
花
お
浸
し
酒
静
か 

 
 
 
 
  

忠
彦 

  

（
紀
） 

 
 
 

 
 

入
彼
岸
供
花
持
つ
人
席
を
詰
め 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
） 

緑
青
ド
ー
ム
世
紀
を
越
へ
て
春
陽
享
く 

 
    

千
恵 

 

（
紀
） 

体
操
に
美
求
め
し
人
春
に
去
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 

 

ポ
ン
ペ
イ
展
観
て 

富
誇
る
モ
ザ
イ
ク
床
や
春
の
展 

 
 
 
 
  

  

仝 
  

（
紀
） 
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竹
棹
で
若
布
刈
っ
た
日
懐
か
し
や 

 
   

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

澄
み
き
っ
た
夜
空
に
月
や
余
寒
か
な 

 
   

 
 

仝  
  

（
そ
） 

煙
立
つ
田
ん
ぼ
の
中
の
野
焼
き
か
な 

  
  

 
 

仝 
   

（
天
） 

本
店
は
京
の
菓
子
舗
に
古
雛
か
な 

 
 
 
 
 

恵
洲 

   

（
紀
） 

雛
祭
鮨
飯
扇
ぐ
兄
妹 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

堂
哉     

(

國) 
香
る
里
草
萌
え
に
走
る
子
等
賑
し 

      
 

雅
夫     

（
紀
） 

新
緑
に
息
を
は
ず
ま
す
老
夫
婦 

 
      

 

國
護 

 
 

（
紀
） 

香
草
の
鼻
腔
に
強
く
木
の
芽
時 

 
 
      

啓
子 

 
 

（
紀
） 

足
る
を
知
ら
ぬ
大
統
領
や
春
の
雷 

 
 
 

  
 

び
ん 

 
 

（
紀
） 

傘
か
し
げ
幼
（
お
さ
な
）
の
仰
ぐ
桜
か
な 

  

規
雄 

 
 

（
紀
） 

木
の
根
元
一
人
静
か
の
慎
ま
し
く 

 
 
 
 

  
 

仝         

（
孝
） 

上
野
な
る
帝
冠
様
式
さ
く
ら
花 

 
 
 
  

 

亜
也     

（
紀
） 

眠
ら
れ
ぬ
戦
禍
の
街
へ
花
褥 

 
 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

 

九
点
句 

 
 
 
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
闘
は
泥
沼
化 

春
泥
や
停
戦
の
足
は
か
ど
ら
ず 

 
 
  

そ
ら
お 

 
 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
泥
沼
の
戦
、
一
体
何
時
ま
で
続
く
の
か
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
早
期
の
終
結
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
春
泥
が
き
い
て
い
ま
す 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
春
泥
」
と
戦
の
取
り
合
わ
せ
。 

「
春
泥
や
戦
車
の
轍
幾
重
に
も
」
で
も
。 

春
鴨
へ
餌
を
投
げ
ゐ
る
車
椅
子 

 
 
 
  

堂
哉 

 
 

 
 

 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
春
の
鴨
は
傷
つ
い
た
り
病
気
に
な
っ
た
り
し
て
北
へ
帰
れ
な
か
っ
た
鴨
た
ち
。

ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
た
車
椅
子
の
人
と
は
心
が
通
い
合
う
の
だ
ろ
う
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ご
老
人
で
し
ょ
う
か 

 

の
ど
か
な
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
俳
句
仲
間
の
女
性
が
最
近
車
椅
子
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
リ
ハ
ビ
リ
中
。
併 

し
好
奇
心
は
旺
盛
。
近
く
の
大
池
に
出
向
き
鴨
と
遊
ん
で
い
る
。 

 

八
点
句 

    

戦
な
き
世
を
語
り
つ
つ
雛
納
め 

 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
雛
は
過
去
の
長
い
歴
史
を
観
て
き
た
。
今
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
胸
に
秘
め 

て
仕
舞
わ
れ
た
の
だ
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
句
が
い
く
つ
か
あ
る
中
で
、
春
泥
の
中
の
激
し
い
戦
闘
や
数
百 

万
人
の
女
子
供
の
海
外
避
難
な
ど
を
直
接
取
り
上
げ
ず
、
春
の
日
本
の
中
で
静 

か
に
詠
ん
だ
こ
の
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
状
況
を
や
ん
わ
り
と
詠
み
つ
つ
、
片
や
我
が
国
の
平
安 

の
今
を
「
雛
納
め
」
と
い
う
季
語
で
表
現
さ
れ
て
そ
の
対
比
が
と
て
も
身
に 

沁
み
ま
し
た
。 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
戦
な
き
七
十
六
年
、
下
五
の
雛
納
め
が
こ
の
句
を
引
き
締
め
た
。 

惜
し
み
な
く
銘
酒
を
墓
に
彼
岸
か
な 

 
 

堂
哉 

 
 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
墓
の
主
は
余
程
酒
好
き
な
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
飲
兵
衛
だ
が
素
晴
ら
し
い
父
だ
っ
た
。
好
物
の
銘
酒
を
お
墓
に
。 
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天
牛
さ
ん
・
・
・
よ
っ
ぽ
ど
い
い
酒
し
か
飲
ま
な
か
っ
た
故
人
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
酒
好
き
だ
っ
た
父
祖
へ
の
何
よ
り
の
ご
挨
拶
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
小
川
恭
延
さ
ん
の
墓
参
の
折
、
長
谷
見
敏
さ
ん
と
は
こ
の
折
が
初
対
面
で
円
覚 

寺
を
案
内
し
て
頂
い
た
。
こ
の
時
は
缶
ビ
ー
ル
で
献
杯
。
陽
射
し
が
強
く
、
暑 

か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
で
は
清
酒
一
升
瓶
と
思
わ
れ
ま
す
。
飲
兵 

衛
に
は
そ
れ
で
充
分
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
好
い
句
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

辛
夷
の
芽
子
供
は
い
つ
か
は
家
を
出
る 

 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
い
つ
ま
で
も
子
供
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
は
親
離
れ
を
す
る
時
が
来
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
「
芽
」
は
「
花
」
を
連
想
さ
せ
、
生
命
の
流
転
を
示
す
。 

 

七
点
句 

 

残
る
鴨
静
か
に
己
が
身
を
流
す 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
「
己
が
身
を
流
す
」
の
措
辞
に
感
心
し
ま
し
た
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
小
生
も
こ
ち
ら
の
句
会
で
同
趣
の
句
を
詠
み
ま
し
た
（
あ
ま
り
評
価
さ
れ
ず
） 

 

 

六
点
句 

 

若
桜
成
年
皇
女
の
頼
も
し
き 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
会
見
を
見
て
、
将
来
天
皇
に
な
る
予
感
が
し
ま
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
季
語
と
相
ま
っ
て 

お
句
が
格
調
高
く
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ご
立
派
に
成
長
さ
れ 

好
感
の
も
て
る
お
方
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
愛
子
様
の
記
者
会
見
と
悠
仁
殿
下
の
卒
業
が
重
な
っ
た
。
宮
内
庁
長
官
は
日
程 

ミ
ス
と
公
表
し
た
が
、
愛
子
様
へ
の
期
待
は
大
き
い
。 

啓
蟄
や
結
構
危
険
な
好
奇
心 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 

 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
こ
の
よ
う
な
面
白
い
句
を
作
れ
て
敬
服
し
ま
す
。 

 
 

 
 

  
 

龍
平
さ
ん
・
・
・[

欲
望
と
言
う
電
車]

も
人
流
増? 

さ
て
ど
ん
な
好
奇
心?

 
2

年
ほ
ど
歓
少
な 

く
し
て
哀
愁
深
し
だ
つ
た
が 

歓
極
ま
り
て
哀
愁
深
し
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
。 

で
も
春
が
来
た
訳
で
す
。
多
少
は
羽
目
を
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
し
ょ
う
か
。
「
啓
蟄
に
ロ
シ
ア
の
開 

戦
驚
き
ぬ
」
で
も
。 

 
 五

点
句 

 

火
の
舌
を
伸
ば
し
て
巻
い
て
野
焼
き
か
な 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
野
焼
き
の
炎
が
ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
に
動
き
変
化
す
る
様
を
う
ま
く
表
現
さ 

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

海
鳴
り
や
棚
田
を
上
る
つ
く
し
ん
ぼ 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
棚
田
を
昇
る
つ
く
し
ん
ぼ
と
海
鳴
り
の
妙
！ 

園
児
ら
の
天
使
の
笑
顔
土
筆
摘
む 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
幼
い
子
供
は
い
つ
も
エ
ン
ジ
ェ
ル
だ
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
可
愛
い
の
一
言
に
尽
き
る
風
景
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
微
笑
ま
し
い
情
景
で
す
ね 

幼
時
を
思
い
起
こ
し
ま
す 

 

四
点
句 

 

春
の
温
泉
（
ゆ
）
や
東
海
林
太
郎
を
口
遊
む 

 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
お
じ
（
い
）
さ
ん
の
入
浴
風
景
、
わ
か
り
ま
す
。 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
東
海
林
太
郎 

直
立
不
動
で
歌
う
秋
田
人 

懐
か
し
い
。
口
遊
ま
れ
た
と
は
！ 

 
 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
ず
い
ぶ
ん
と
懐
か
し
い
温
泉
風
景
で
す
ね
。
野
崎
詣
り
は
ー
ー
♪
と
つ
い
口
遊
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ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
出
湯
で
の
鼻
歌
は
東
海
林
太
郎
「
野
崎
参
り
」
小
唄
ご
機
嫌
さ
ん
が
滲
み
出
て 

い
ま
す
。 

筋
ト
レ
を
始
め
て
早
足
春
の
風 

 
 
 
 
 
 

  

忠
彦 

 
   

隆
さ
ん
・
・
・
・
長
い
冬
を
抜
け
て
、
待
ち
焦
が
れ
た
運
動
へ
の
期
待
。
「
速
足
」
で
も
い
い
。 

こ
れ
ま
で
に
幾
つ
の
別
れ
春
の
虹 

 
 
 
 

  

と
み
子 

   
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
春
の
虹
の
は
か
な
さ
と
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
の
別
れ
を
経
験
し
た
こ
と
だ
ろ
う 

と
い
う
感
懐
が
良
く
ハ
モ
っ
て
い
ま
す
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
は
か
な
く
も
消
え
る
春
の
虹
の
よ
う
に
幾
つ
も
の
別
れ
を
経
験
し
て
い
る
。
時 

の
移
り
変
わ
り
に
人
生
の
儚
さ
を
感
じ
る
良
い
句
で
す
。「
春
の
虹
」
が
効
い
て 

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
亡
く
な
っ
た
保
明
さ
ん
の
奥
様
の
作
品
と
知
り
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。
当
会
に 

投
句
さ
れ
て
間
も
な
い
の
で
す
が
、
高
得
点
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
お
訊
き
し 

ま
す
と
連
句
の
ベ
テ
ラ
ン
で
時
節
柄W

E
B

句
会
の
由
で
す
。 

花
咲
く
も
訪
な
い
来
る
は
小
鳥
の
み 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
庭
の
桜
が
満
開
だ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
誰
も
見
に
来
て
く
れ
な
い
。
た
だ
小
鳥
が
蜜 

を
吸
い
に
集
ま
っ
て
来
る
だ
け
。 

 
 
 
 
 

猫
の
ゐ
る
木
瓜
の
花
垣
接
骨
院 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
ど
き
生
垣
の
あ
る
接
骨
院
は
街
中
に
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。 

あ
ま
ご
食
ふ
箸
の
先
か
ら
春
の
立
つ 

 
 
 
 

啓
子 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
箸
の
先
か
ら
と
い
う
部
分
に
よ
り 

 

香
り
や
美
味
し
さ
が
良
く
伝
わ
り
ま
し
た
。 

桜
餅
老
舗
菓
子
屋
に
の
ぼ
り
立
つ 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
桜
の
季
節
の
始
ま
り
を
「
の
ぼ
り
立
つ
」
で
告
げ
た
。 

        
 
 
 

三
点
句          

我
家
の
前
の
木
蓮
が
一
斉
に
開
花
、
地
味
な
花
だ
が
春
の
楽
し
み 

木
蓮
の
花
列
を
な
す
通
学
路 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
通
学
路
に
あ
る
木
蓮
の
花
、
そ
の
道
を
通
る
と
爽
や
か
な
香
り
が
漂
っ
て
い 

そ
う
な
感
じ
。 

春
め
く
や
琴
平
歌
舞
伎
の
古
き
小
屋 

 
 
 

紀
久
男 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
期
待
さ
れ
て
い
た
春
季
興
行
は
無
事
開
催
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
凡
そ
百
八
十
五
年
前
に
建
て
ら
れ
た
讃
岐
金
毘
羅
の
芝
居
小
屋
、
金
丸
座
。 

例
年
四
月
頃
に
歌
舞
伎
の
公
演
が
あ
り
、
琴
平
の
春
の
風
物
詩
。
芝
居
小
屋
は 

回
り
舞
台
や
セ
リ
は
全
て
人
力
で
、
お
茶
子
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

が
案
内
係
を
勤
め
て
い
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・20

年
ぐ
ら
い
前
、
歌
舞
伎
通
の
（
紀
久
男
さ
ん
で
な
い
）
友
人
の
案
内
で
、 

金
丸
座
に
行
き
、
芝
居
小
屋
の
雰
囲
気
を
堪
能
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 

「
盛
綱
陣
屋
」 

梅
匂
ふ
芸
の
深
み
や
菊
之
助 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

  

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
最
近
の
進
境
楽
し
み
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
梅
匂
ふ
と
芸
の
深
み
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
感
じ
で
い
い
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 
 

紀
久
男
（
自
解
）
・
・
「
盛
綱
陣
屋
」
は
音
羽
屋
系
統
に
は
無
く
岳
父
の
吉
右
衛
門
（
播
磨
屋
）
系

統
の
演
目
で
す
。
岳
父
の
書
き
込
み
の
あ
る
台
本
を
読
み
込
み
彼
な
り
の
工
夫
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を
凝
ら
し
て
、
初
役
で
す
が
劇
評
も
良
く
芸
域
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。 

孫
コ
ロ
ナ
遂
に
我
が
家
に
春
嵐 

 
 
 
 
 
 

  

忠
彦 

 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
祖
父
母
の
動
揺
す
る
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
早
く
収
ま
り
ま
す
様
、
祈
る
や
切
。 

 
 
 
 
 

雀
隠
し
ま
だ
手
付
か
ず
の
未
来
あ
り 

 
  

 
 
  

孤
舟 

 
と
み
子
さ
ん
・
・
同
じ
よ
う
に
手
付
か
ず
の
未
来
が
あ
る
の
で
す
か
ら 

年
を
重
ね
る
の
も
良
い
も 

の
と 

教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

不
屈
な
る
コ
サ
ッ
ク
の
裔
春
嵐 

 
 
 
 
  

  

五
郎
太  

 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ロ
シ
ア
に
容
易
に
屈
し
な
い
闘
魂
に
感
動
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

み
ち
の
く
の
仕
込
み
を
終
え
て
杜
氏
帰
る 

   

た
だ
し
げ 

   

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
杜
氏
が
、
冬
の
作
業
を
終
え
て
故
郷
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。 

漁
に
出
る
船
一
艘
に
冴
返
る 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

 
          

恵
洲
さ
ん
・
・
・
大
き
な
漁
船
で
な
く
、
釣
り
船
の
類
か
。
寒
の
戻
り
の
中
を
海
に
出
て
行
く
、 

孤
舟
（
選
者
の
俳
号
で
す
ね
）
の
寒
げ
な
様
子
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。 

止
め
ら
れ
ぬ
狂
人
ひ
と
り
春
の
泥 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
一
歩
踏
み
込
ん
だ
表
現
に
よ
り 

時
事
が
心
に
響
き
ま
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・Putler

～Xi

～Kim 3

年
後
の
今
日
今
夜 

何
処
で
ど
う
し
て
い
る
か? 

独
活
の
香
や
お
江
戸
育
ち
の
地
下
育
ち 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
テ
レ
ビ
番
組
で
地
下
に
育
つ
独
活
を
見
ま
し
た
。
い
い
俳
句
を
作
ら
れ
る
と
感 

 
 
 
 
 
 
 

心
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
か
ら
下
五
の
表
現
が
ユ
ニ
ー
ク
。
独
活
は
土
中
で
の
暗
闇
栽
培
が
増
え
通 

人
好
み
の
春
の
珍
味
。
刺
身
の
ツ
マ
、
酢
の
物
・
・
・
柚
子
味
噌
が
良
い
。 

朝
摘
み
の
蕗
の
芽
届
き
灘
二
合 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
蕗
の
薹
は
私
も
好
物
で
す 

灘
の
生
一
本
い
い
で
す
ね
。 

誰
何
さ
れ
ず
国
境
越
え
て
雁
帰
る 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・ 

“
世
界
は
一
つ
”
な
ん
て
所
詮
は
幻
想
で
す
か
ね
ー 

 

傘
か
し
げ
幼
見
上
ぐ
る
花
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
何
と
も
可
愛
い
仕
草
！
お
孫
さ
ん
で
す
か
！ 

籠
り
居
の
赤
き
椿
の
散
る
夕
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
静
寂
と
し
た
中
に
な
ん
と
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
た
。 

 

雲
雀
鳴
く
幸
せ
な
日
を
思
ひ
け
り 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
戦
渦
に
苦
し
む
民
族
が
居
る
な
か
、
私
達
は
う
ら
ら
か
な
雲
雀
の
啼
く
平
穏
な
日
々 

を
送
る
こ
と
が
出
來
て
幸
せ
で
あ
る
。 

肩
上
げ
を
十
三
詣
で
見
納
め
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
肩
上
げ
な
ん
て
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

花
便
り
人
出
も
嬉
し
上
野
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
上
野
は
公
園
口
も
整
備
さ
れ
、
花
を
賞
で
る
人
、
美
術
・
音
楽
、
京
都
を
模
し 

た
名
所
、
落
語
を
愛
す
る
人
な
ど
で
山
も
街
も
賑
わ
い
が
戻
り
、
そ
の
中
に
混 

ざ
っ
て
い
る
と
嬉
し
い
。 

い
つ
し
か
に
昭
和
は
遠
く
目
刺
焼
く 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・「
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
言
っ
て
い
た
の
は
何
時
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
光
陰 
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矢
の
如
し
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
昭
和
了
っ
て33

年
。
皆
さ
ん
後
期
高
齢
者
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
目
刺
を
火
鉢
で 

焼
い
た
頃
を
想
い
出
す
作
品
で
す
。
伊
丹
の
き
さ
ら
ぎ
句
会
で
も
高
得
点
で
し
た
。 

 

二
点 

 
  

華
や
げ
る
初
日
の
幕
間
桃
の
花 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
歌
舞
伎
座
初
日
の
ロ
ビ
ー
（
一
階
と
二
階
）
は
吹
抜
け
で
、
桃
の
花
を
飾
り 

一
段
と
華
や
ぎ
を
増
し
、
和
装
が
映
え
、
そ
の
雰
囲
気
を
上
手
く
句
に
詠
ま
れ 

て
い
ま
す
。 

 

雪
融
け
の
山
に
向
い
て
初
ゴ
ル
フ 

 
 
 
   

 

國
護 

  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
こ
の
季
節
雪
解
け
の
山
を
見
な
が
ら
の
ゴ
ル
フ
、
す
が
す
が
し
い
感
じ
が 

す
る
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
長
野
の
名
門
（
書
店
や
ス
キ
ー
板
等
）
で
昭
和4

3

年
慶
應
ボ
ー
イ
の
リ
ー
ダ
ー 

格
。
繊
維→
物
資→

ミ
ラ
ノ
。
毎
年
初
ゴ
ル
フ
を
同
期
入
社
の
大
勢
と
催
し
て 

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

バ
ギ
ー
よ
り
こ
ぼ
る
る
園
児
花
の
中 

 
 
     

び
ん 

  

紀
久
男
・
・
・
・
近
所
の
公
園
で
同
様
の
シ
ー
ン
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
七
の
表
現 

が
好
い
と
思
い
ま
す
。 

年
一
度
五
人
囃
子
の
並
べ
方   

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
五
人
囃
子
や
三
人
上
戸
や
雛
の
調
度
迄
そ
ろ
っ
た
立
派
な
雛
壇
が
目
に
浮
か
び 

ま
す
。
お
内
裏
様
の
右
左
さ
え
自
信
の
な
い
選
者
と
し
て
は
、
五
人
囃
子
の
並 

び
順
に
毎
年
迷
わ
れ
る
の
は
、
さ
も
あ
り
な
ん
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
並
べ
る
順
番
を 

忘
れ
る
の
も 

そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
ね
。   

わ
ら
び
餅
き
な
粉
の
海
で
お
ぼ
れ
そ
う 

  
  

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
鼻
息
で
黄
な
粉
が
霧
散
し
て
大
変
な
こ
と
に
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
一
寸
大
仰
な
表
現
が
面
白
い
句
で
す
。 

 

一
点
句 

  

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
美
し
春
寒
し 

 
 
 
 
   

 

恵
洲 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
な
春
が
早
く
来
る
の
を
祈
る
ば
か
り
。 

煙
立
つ
田
ん
ぼ
の
中
の
野
焼
き
か
な 

  
 

た
だ
し
げ 

 
  

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
で
も
こ
ん
な
風
景
が
見
ら
れ
る
の
で
す
か
ね
。 

足
る
を
知
ら
ぬ
大
統
領
や
春
の
雷 
 
 
 

    
 

び
ん 

 
 

 

び
ん
さ
ん
（
自
解
）・
・
「
人
は
自
ら
足
る
を
知
ら
ざ
る
に
苦
し
む
な
り
。
既
に
隴
を
得
て
ま
た
蜀 

を
望
む
」
こ
れ
は
約
二
千
年
前
、
後
漢
の
世
、
三
国
志
の
魏
の
英
雄
曹
操
の
言
と
さ
れ
る
。 

蜀
は
今
の
四
川
省
。「
既
に
ク
リ
ミ
ア
を
得
て
ま
た
・
・
・
」
と
言
い
替
え
る
と
、
三
国
志 

の
大
陸
の
興
亡
が
蘇
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
劇
は
は
そ
ん
な
歴
史
ロ
マ
ン
と
は
ほ
ど
遠
い 

よ
う
だ
が
。 

 
 
 
 
 

木
の
根
元
一
人
静
か
の
慎
ま
し
く 

 
 
 
 

  
 

規
雄 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
野
草‶

一
人
静
〟
の
お
心
算
で
し
ょ
う
が
、
原
句
「
一
人
静
か
」
の
送
り
仮
名
は 

余
分
で
す
。 

 
 
 

 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 



8 

 

青
葉
会
予
定 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
（
木
） 

十
三
時
～
十
六
時
半 

 
 

 

於
：
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

会
議
室
（
ビ
ー
ナ
ス
）（1

5

分
前
に
会
議
室
に
入
室
可
）
※
左
地
図
ご
参
照 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
締
め
切
り
：
四
月
二
十
六
日
（
火
）
中
。 

参
加
の
可
否
、
ご
投
句
の
ご
連
絡
は
：
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル 

（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

郵
便
は
三
日
か
か
り
ま
す
（
土
日
の
配
達
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

※
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

世
田
谷
区
太
子
堂
２‐

1
6
‐

７ 

三
軒
茶
屋
分
庁
舎
５
階 

☏
０
３-3

4
1
1
-6

6
3
6
 

 
 

東
急
世
田
谷
線
（
終
点
）
下
車
徒
歩
３
分 

／
東
急
田
園
都
市
線
三
軒
茶
屋
駅
下
車
（
出
口
：
北
口A

）
徒
歩
１
分 

※
会
場
は
左
記
し
た
地
図
の
赤
く
塗
り
潰
し
た
ビ
ル
５
階
。
バ
ス
停
が
目
印
で
す
。 

ATM

（
み
ず
ほ
銀
行
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ビ
ル
で
一
階
に
宝
く
じ
売
り
場
が
あ
り
ま
す
。 

 

ATM

は
ビ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
右
手
に
設
置
し
て
あ
る
た
め
ビ
ル
正
面
に
立
っ
て
初
め
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
位
置

で
す
そ
のATM

の
脇
を
通
り
ビ
ル
に
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
５
階
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

             

 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

今
回
は
有
力
新
人
の
西
澤
國
護
さ
ん
や
、
久
し
ぶ
り
の
大
阪
か
ら
堂
哉
さ
ん
を
交
え
九
名
出
席
。
投
句
は

最
長
老
で
お
元
気
な
天
牛
さ
ん
は
じ
め13

名
。
会
場
は
一
月
を
除
い
て
こ
の
と
こ
ろ
連
続
の
赤
坂
飯
店
。

初
め
て
個
室
で
二
卓
使
っ
て
の
開
催
で
し
た
。
い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
の
進
行
で
快
調
に
進
み
、
ご
覧
の

様
に
、
そ
ら
お
さ
ん
、
堂
哉
さ
ん
、
と
み
子
さ
ん
、
正
明
さ
ん
が
好
成
績
。
終
了
し
て
か
ら
入
り
口
で
集

合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
社
友
会HP

に
掲
載
予
定
で
す
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

師
と
仰
ぎ
初
む
は
年
下
福
寿
草 

 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

剃
り
あ
と
の
す
べ
す
べ
が
好
き
今
朝
の
春 

    

陽
亮 

正
月
の
ト
ラ
ン
プ
雑
魚
寝
い
と
こ
ど
ち 

 
 
 

仝 
 
 
 

先
立
て
る
友
ら
挙
れ
る
初
の
夢 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

新
年
の
抱
負
を
胎
の
子
へ
語
る 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

初
詣
赤
紙
二
度
と
許
す
ま
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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門
松
の
間
を
入
れ
ば
検
温
器 

 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

餅
背
負
ひ
必
死
の
三
歩
稚
の
意
地 

 
 
 
 
 

陽
亮 

 
 

真
っ
先
に
届
く
教
科
書
火
事
見
舞
い 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

握
り
拳
ほ
ど
か
ぬ
稚
の
初
湯
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 
ぎ
こ
ち
な
き
寒
柝
夜
へ
遠
く
な
る 

 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

御
慶
交
ふ
歌
舞
伎
座
ロ
ビ
ー
華
や
げ
り 

 
 

紀
久
男 

獅
子
舞
の
た
う
た
う
獅
子
と
な
り
に
け
り 

 
 

仝 
 
 
 

小
三
治
も
播
磨
屋
も
居
ら
ぬ
初
御
空 

 
 
 
 

仝 

 
 

猛
禽
の
結
ぶ
嘴
め
く
牡
丹
の
芽 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

妻
御
機
嫌
倅
一
家
と
年
酒
酌
む 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 

こ
と
こ
と
と
蓋
の
旨
鳴
り
薺
粥 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
四
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

母
の
忌
へ
忘
る
こ
と
な
く
春
苺 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

難
民
の
子
ら
は
い
づ
く
へ
鳥
帰
る 

 
 
 
 
 

健
介 

春
暁
の
露
地
お
ど
ろ
か
す
救
急
車 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

一
人
旅
夜
行
列
車
の
受
験
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

春
一
番
竹
馬
の
友
の
逝
き
し
日
に 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

福
島
の
目
刺
を
あ
て
に
茶
碗
酒 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

春
め
き
て
ス
キ
ッ
プ
愉
し
き
下
校
の
子 

 
 
 

仝 
 
 
 

喜
寿
を
機
に
愛
車
手
放
す
妻
朧 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

朝
練
の
高
き
掛
け
声
春
め
け
る 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

若
夫
婦
に
三
輪
車
譲
り
海
胆
貰
ふ 

 
 
 
 
 
 

仝 

巣
籠
り
や
今
さ
ら
古
典
面
白
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

春
め
く
や
古
今
亭
一
門
の
チ
ラ
シ
来
る 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
三
月 

 

真
っ
白
に
薺
咲
く
田
へ
ト
ラ
ク
タ
ー 

 
 
 

允
章 

 
 
 

 

遠
蛙
日
暮
れ
と
な
ら
ば
酒
恋
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

 
 

 

香
ば
し
き
パ
ン
焼
く
香
り
春
の
風 

 
 
 
 
 

秋
元
宏 

 
 
―
―

中
日
俳
壇
三
月 

 

栗
田
や
す
し
選 

句
評
付
き
（
七
行
あ
り
。
そ
の
最
後
に
・
・ 

 
 
 

 

「
微
妙
な
気
配
を
自
分
で
感
じ
取
ら
な
い
と
詩
は
生
ま
れ
な
い
」 

  
 

 

人
災 

天
災 

目
白
押
し 

 

（
丹
野
敦
雄
さ
ん
（
龍
平
さ
ん
の
ご
友
人
）、
久
し
ぶ
り
の
ご
登
場
で
す
。） 

 
 

涅
槃
西
風
補
聴
器
越
し
に
ヒ
ト
の
愚
挙 

 

丹
野
敦
雄 

霊
長
類
と
言
い
も
言
い
た
り
四
月
馬
鹿          

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 
 

 

桜
隠
し
猿
と
浸
か
り
し
野
天
風
呂 

 
 

 
  

頸
を
振
り
落
花
を
払
ふ
盲
導
犬 

 
 

若
鮎
の
ひ
か
り
と
な
り
て
堰
を
越
ゆ 

 
   

ふ
ら
こ
こ
は
風
と
遊
ん
で
ゐ
る
ば
か
り 

 
 

歌
舞
伎
跳
ね
桜
か
く
し
と
な
り
に
け
り 

 

四
、 

新
居
斎
（
い
つ
き
）
さ
ん
の
訃
報 

一
月
八
日
間
質
性
肺
炎
（
肺
気
腫
で
）
他
界
さ
れ
た
旨
、
奥
様
か
ら
お
葉
書 

 
 

拝
受
。
斎
さ
ん
か
ら
の
お
年
賀
状
に
は
俳
句
に
打
ち
込
む
意
欲
充
分
で
電
動
車
椅
子
を
駆
使
さ
れ
て
い
る
由
で
し
た
が
。。 

昭
和3

6

年
入
社
物
資
営
業
経
理
。
結
社
「
萩
」
村
田
主
宰
急
死
で
廃
刊
と
な
っ
た
と
き
の
師
範
代
。
香
港
駐
在
時
に 

漢
俳
を
マ
ス
タ
ー
。
国
際
俳
人
協
会
々
員
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
吟
行
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
習
得
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ 

を
楽
し
ま
れ
た
由
。
俳
号
「
無
聞
斎
（
む
も
ん
い
つ
き
）」 

 

五
、 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
侵
攻 

 

青
葉
会
の
折
、
一
番
話
題
に
。
日
経
コ
ラ
ム‶

春
秋
〟
に
載
っ
た
、
日
本
の 

各
人
が
出
来
る
支
援
を
実
行
す
べ
し
と
の
言
葉
に
煽
ら
れ
、U

N
H

C
R

、
ユ
ニ
セ
フ
等
に
支
援
金
を
振
り
込
ん
だ
会
員 

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 

令
和
四
年
四
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


